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言語要素（語・文法）のリンク教材に関する可能性：
タイ語母語学習者への教材作成・活用を踏まえて
鈴木美加（東京外国語大学）
キーワード：言語要素リンク教材、コロケーション、教材開発
１．はじめに
　本稿は、2012 年度から 2013 年度のタイ語母語学習者を対象とする日本語教育に関する共同研究 1 の一環として行っ
た日本語学習教材の開発及び活用に関する成果をまとめ、今回の実践を日本語教育研究に位置づけることを意図して
記すものである。
　まず、学習対象とする言語要素（語や文法）を共起しやすい言語要素と結びつけるための練習により、対象要素を
適切に、速く処理して技能面で活用できるようにすることを目指した開発教材である「処理短」、「処理短 II」の２種
を簡単に紹介する。その際、タイ語母語話者の教材使用による教材評価と回答の傾向についても述べる。さらに、他
の母語話者を対象とする教材の可能性についても検討することとする。
　なお、本稿では、学習対象とする言語要素と関連する語や表現と結びつけるための教材を「言語要素リンク教材」
と名づけ、以下で使用する。
２．言語要素リンク教材：「処理短」
　言語学習において、語や文法など言語要素の学習は必須であり、レベルに合った言語要素の学習及び技能への活用
が求められる。鈴木（2002, 2006）は中級後半の学習対象語 338 語について、①対象語の意味を正しく理解し、対象
語の理解や産出をするのに必要な時間を短縮化（自動化）2 すること、②関連する語・表現と結びつける経験により、
対象語の深い知識、関連言語要素とのリンクを作ること 3、を目的として、言語要素リンク教材（「処理短」4）が開
発され、その有用性が示された。
　タイ国タマサート大学の「通訳入門」科目において、この教材が授業の一環として使用され、教材の有用性が検討
された。教材を使用した後で、学習者は教材を高く評価し、９割以上の学習者が語が深くわかるようになった、文を
早く読めるようになったと答えており、このような練習には効果があると感じていることが示された（鈴木・メー
ターピスィット 2014）。
　また、学習者の解答データから、正答率が低かったものとして、語同士のコロケーション（例「人間性－豊かな」
正答率 48％）だけでなく、「（家計を）圧迫－する」（9％）、「（1960 年頃テレビが）普及－した」（38％）のような動
詞の自他およびヴォイス、「（生活）に－適応する」（39％）といった助詞＋動詞の組み合わせも見られ、文法的な結
びつきについても確認、支援する必要が認められた。表１に正答率の低かった問題を示す。
表１　正答率の低い言語要素リンク：文法知識活性化（Grammatical association）
問題文 正答率 正答 誤答 旧能試（級）
物価が上がり、一般家庭の家計を圧迫（している  させている  されている）。 9% 2 21 1
自然の少なくなってしまった今、人間はやっと自然の貴重さに気がついたのだと
（言 えよう  言えまい  言えるか）。 33% 15 31 2
「学生のみなさんにお知らせします。8 時に玄関（に  を  で）集合してください｡」 35% 8 15 2
日本では、1960 年頃、一般家庭にテレビが普及（した  させた  された）。 38% 22 36 2
日本の生活（が  に  を）適応できるように、オリエンテーションを開いた。 39% 9 14 1
山本さんと下田さんは、共同（で  に  と）研究を続けている。 39% 9 14 2
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３．言語要素リンク教材２：「処理短 II」
　上述した「処理短」に加え、「通訳入門」科目では、受講生が授業内で使用される言語要素を適切に、また関連語
や表現と関連づけて使えるようにすることを意図して、テーラーメイド方式での言語要素リンク教材「処理短 II」が
作成され、使用された（鈴木・メーターピスィット 2014）。この教材は、授業活動に則して作成されたもので、受講
生はゲストスピーカーの講演を聞いた後で日本語要旨を提出、教師の添削・再提出がなされ、並行して処理短 II 実
施、その後で最終提出要旨の音声吹き込みを行うという一連の活動の一環として使用された。
　提出された要旨文から、複数の学習者の要旨文に共通する語や文法の誤用の傾向が認められた。誤用をもとに、言
語要素の意味及び用法を適切に理解し、関連語や表現と結びつける練習が全 113 問作成された。この練習教材を授業
で使用したところ、学習者が各問題平均 10 ～ 20 秒で解答した。
　教材作成の手順の第一に行ったこととして、以下、学習者の要旨に見られたテンス・アスペクトに関する誤用を示
し、検討を加える。（テンス・アスペクトの誤用に筆者が下線をつけた。また、（　）内に要旨作成者の意図した内容
を参考として記す。）
①結果の状態
・家はコンクリートじゃなく、木や竹から建てられたので、簡単に波にさらわれてしまいます。
② V 場合／時
・ バンコクで激しくて、急速な洪水が起きる場合のために、この避難場所はワンランというマーケットシリラード病
院のそばに設立されました５０００の難民は止まることができるとおもいます。（バンコクで急な激しい洪水が起
こった場合に備え、ワンランというマークットシリラード病院のそばに、この避難場所が設定され／作られ、5000
人が避難できると思います。）
・ 「生存しなきゃならない」の作品は定められる26つの日用品を大洪水が起こっている時に使えるものに変える設計。
この作品コンテストは仏暦 2554 年に行われた。その頃にはまだタイ大洪水が起こっていない。優勝作品はウタイ
ターニー県の科学教師によって作られたもの。魅力的に目立つ作品ではなく、発明者が定められる 26 つの日用品
を応用し、思いがけないほどのものを完全に考え出すことができた。（「生存しなきゃならない」というテーマでの
作品は、決められた 26 の日用品を、大洪水が発生した時、どう活用できるかについての工夫（改造法）を示して
いる。（以下略））
③（間違う）＋かもしれない
・ もし地震があったら、高さ 25 メートルの水量が 5 時間でカーンチャナブリーに入って、高さ 2 メートルの水量が
３５時間でバンコクに着くという噂があります。これはインターネットの情報なので、間違うかもしれませんが、
地震はいつ起こるのか、酷い状況になるのかはわからないので、ダムが崩壊することについて研究者の間にも注目
しているようです。
　タイ語母語話者による日本語のアスペクト表現については、②の「起きる場合」のような「変化動詞＋場合／時」
については、メーターピスィット他（2000）によると、タイ語の変化動詞は、変化が実現した状態が基本形で表され
るとされ、その影響から誤用が生じたものと推測される。また、進行状態より結果の継続の用法のほうが習得が困難
であることがパオサタポーン（2014）に示されているものの、まだ解明されるべき点が多く残されている。
　上記①から③については、ほかの学習者の要旨にも、似た傾向が認められ、以下の練習を教材用に作成し、活動の
内容、文脈に則して、テンス・アスペクトの確認ができるようにした。太字の箇所が該当する練習部分である。練習
問題の後に続く [ ] 内に、該当箇所の問題番号と正答率（％）を示した。
【言語要素リンク教材の例】
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①結果の状態
　 家は、木や竹（から　で）（建てられる　建てられた　建てられている）ので、強い波で流されてしまいます。
[U2-3、4％ ]
② V 場合／時
　 バンコクで（急速に　急で　急激で）激しい洪水が（起きる　起きた　起きている）時のために、この避難場所が
（設立　設定　設置）されました。[U2-2、54％ ]
③（間違う）＋かもしれない
　 これはインターネットの情報なので、（間違う　間違った　間違っている）かもしれませんが、地震はいつ起こる
のか、ひどい状況になるのかはわからないので、ダムが崩壊する（こと　か）について研究者の間（に　で）も意
見が異なるようです。[U3-9、46％ ]
　本教材の使用の後、次の授業で正答の確認と対象要素に関する教師の説明がなされ、学習者が対象とした言語要素
について適切な理解を促す機会が設けられた。教材への学習者による評価においては満足度が５段階評価で平均 4.2
であった。学習者のコメントとして「語彙力を高めるには、繰り返して学習することを習慣づけることが大切である
ことが分かった」「このような実践を通して、自分の実力を気づかせてもらえた」という意見があり、授業活動に則
した言語要素リンク教材により、語彙等の知識を広げられることや学習者自身の言語要素の知識について自覚を高
め、動機付けにも役立ったことが推察される。
　
４．言語要素リンク教材による学習
　先の１及び２においては、言語要素リンク教材の実際の使用により認められた学習者の解答傾向や教材評価につい
て示した。学習者の言語要素の知識を広げたり、深めたりするということに加え、本節では、学習者が抱える学習上
の問題点への対応策の一つとして、このタイプの教材の可能性について考えてみたい。
　ここで、言語要素リンク教材を、ほかの形式の問題と比較してみる。まず、以下のＡとＢの問題に答えていただき
たい。解答選択までの視線の動きや、解答する際に頭の中で行っていることを意識してみてほしい。
Ａ
１）この携帯電話はボタンが押しにくいという（　　　）を持つ利用者もいる。
　　a) 関心　 　 b) 不満　  　c) 目標　  　d) 我慢
２）セミナーに参加したい人は、（　　　）に住所、氏名、希望日を書いてください。
　　a) 証明書　　b) 領収書　　c) 申込書　　d) 参考書
Ｂ
１）この携帯電話はボタンが押しにくいという不満を（する　持つ　取る）人もいる。
２）セミナーに参加したい人は、申込書に（氏名　料金　レポート）と希望日を書いて出してください。
　Ａに答える時には、（　　）と a) から d) の選択肢に注視が多くなされ、文中にどれが入るか、文の意味と、４つ
の選択肢の意味との適合度の確認がされただろうと思われる。Ｂの場合は、文全体を読みつつも、下線部の語と、選
択肢の各語とのセットが適切かどうかを確認することに意識の比重が置かれたのではないだろうか。Ａタイプは、選
択肢の語が指す意味を知識として有しているかどうかを測るタイプの問題（国際交流基金 2012）で、Ｂタイプは、
下線部の語と適合する選択肢とをひとまとまりにするタイプの問題で筆者が作成した。本稿で示した言語要素リンク
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教材は、Ｂタイプの教材である。この教材の各問題は、概ね比較的短い文で示されているが、
３）A さんは B さんのことを正しいと言った。私は、逆に、B さんは（正しい　正しくない　間違いだ）と思う。
のように、「逆に」を確認するため、複数の下線部分をもとに、関連要素を結びつけるための練習もある。このよう
な教材をだれでも東京外国語大学が開発した e-Learning システム「JPLANG」5 で使用することができ、主に中級～
上級レベルの学習者を想定して開発された練習により、学習者自身が言語要素に関する知識の確認、関連言語要素の
結びつけをすることができる。日本語学習では、中級終了までに六千語程度の語の知識が必要だとされる 6（国際交
流基金他 1994）が、実際の授業では各言語要素の学習に充てられる時間は非常に短いため、個々の学習者が自分で
知識を効率的に伸ばせる教材は常に求められていると言える。
　また、先の２で見たように、学習者の言語使用における誤用を踏まえ、より伝わりやすい産出ができるようにする
支援教材も望まれる。２では、タイ母語話者の防災講義の日本語の要約文をもとにしたが、その他の言語を母語とす
る学習者に対する教材作成もできるだろう。
　例えば、伊集院・高橋（2010）は、説明のモダリティとして、「のだ」の使用により、内容の背後の事情や論理的
帰結、言い換え等が提示されるが、中国語母語学習者、韓国語母語学習者には使用が少なく、学習者には「のだ」の
用法の習得が容易ではないことを指摘している 7。その他にも、高（2015）は、韓国、台湾の上級学習者の作文デー
タコーパス調査により、学習者は「と思う」を多用し、認識のモダリティの使用のバラエティが少ないことに言及し
ている。
　中～上級レベルでは、すでに学習した語や文法でも、多義語・表現の場合や、より複雑な文脈での文法使用など、
理解や産出が難しい事態も生じる。その膨大さゆえ、個々の語や文法について、中級以降に系統的な指導は行われに
くく、誤用の原因になることもよくある。２で示した言語要素リンク教材のタイプとして、一連のテキストを用いて
練習をすることも可能である。以下の例を見ていただきたい。
４） 来日して 23 年ほどたつが、日本語でのコミュニケーションの「暗黙の了解」の部分にまだ悩まされている。実
は、この「暗黙の了解」に初めて遭遇したのは、成田空港から大学の寮に着いたその晩だった。「日本の先生に」
と思ってメキシコから持ってきたお土産を、間違って先生にではなく、料理や掃除のおばさんたちに（渡したい　
渡さなかった　渡してしまった）のだ。8
５） 終助詞「ヨ」と「ネ」の使用について、男性のみ、女性のみ、男女２人ずつのグループの自然な会話データの分
析から、男女のグループの会話では男性は「ヨ」を、女性は「ネ」を多く使い、同性同士のグループの会話では、
女性は「ヨ」を、男性は「ネ」を多く使っていたことがわかった。これは、相手が異性の場合、相手が性による
典型的な言語使用を期待していると感じ、会話を進める（ためだ　ことだ　はずだ）と考えられる。･･･
　上の４）は、個人的な経験を語る時によく使われる「のだ」であり、５）は現象の原因を推論、説明する際の「と
考えられる」の文である。どちらも典型的と言える文脈を提示し、関連する言語要素をつなぐ練習として提示してみ
た。
　中級あるいは上級で使用されるテキストでは、４）や５）の下線で示したような表現が使用されていることもよく
あるだろう。授業で明示的に確認がなされる場合もあれば、そうでない場合もあると思われる。少々長くはなるが、
上記のような文脈を提示しながら、関連する言語要素のリンクを作る練習があれば、授業時間を長く使うことなく、
また学習者自らで学習を進め、理解・産出どちらの技能にも使える言語要素の知識を得ることができるであろう。
５．今後の課題と可能性
　本稿では、言語要素リンク教材について、主に２つのタイプの実践とその有用性について述べた上で、このような
教材が、学習者の誤用あるいは非用が生じやすい項目を取り上げて教材を作成する可能性についても検討した。検討
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において、中～上級のタイ語母語話者の学習者による教材の使用を踏まえ、言語要素リンク教材は、学習者に語や文
法を適切に、また瞬時に使えるようにするための練習として、学習者から高い評価を受けていること、学習者が自分
で進められる学習の１つとして活用ができることが示された。
　最近のコーパス研究から、学習者の誤用や非用に関する情報も収集しやすくなり、学習者の言語要素に関する知識
や産出の状況を踏まえ、よりニーズに合った教材作成が可能になっていると言える。今後、このような言語要素リン
ク教材の開発がさらに進められることが期待されよう。
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注
1 　本研究はタイ国タマサート大学タサニー・メーターピスィット氏と筆者が共同で行ったものである。
2　 語に関する知識を技能に役立てる際、知識の「広さ」、「深さ」、「処理の円滑さ」が必要であるとされ（卯城 2009、望月 2010、
Schmitt 2010 等）ここで示した「自動化」はこのうち、「処理の円滑さ」にあたる。語の深い知識とは、語のネットワーク（つながり、
コロケーション）や文法的働き、綴り、音声などに関する知識を有することを示す。
3　 「関連言語要素とのリンク」は意味あるいは形式の上でのつながりを指し、「コロケーション」とほぼ同義である。ここでの「コロケー
ション」とは、「言語表現どうしの習慣的な共起関係全般」を指し、文法的要素のつながり (Colligation)（田野村 2010）も含めるこ
ととする。
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4　 教材の概要については鈴木・メーターピスィット（2014）に詳しい。
5　 URL: <https://jplang.tufs.ac.jp/>
6　 古いデータとなったが、公表された日本語教育用語彙リストである『日本語能力試験出題基準』（国際交流基金・日本国際教育協会 
1994）（p.52）の 2 級の語彙リストで示された「4833 語を含む 6000 語とする」という記載による。
7　 誤用や非用については、母語による特徴が見られる場合と、母語にかかわらず、学習者全般に見られる特徴がある場合とがあると考
えられる。伊集院・高橋（2010）は中国語母語話者と韓国語母語話者に共通するモダリティ使用、中国語話者のみに見られるモダリ
ティ使用の特徴について指摘している。
8　 教材作成にあたり、4) では長谷川（2003）を、5）はバーク（2003）の内容をもとにした。
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Perspectives on Vocabulary Elaboration Exercises
 in Materials Developed for and Implemented with Thai Students
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This paper offers an overview of collaborative research on effective vocabulary/grammar learning materials 
development and implementation conducted between 2012 and 2013. It reports the distinctive characteristics of 
material that has helped learners become mindful of the usage of word/grammatical components and collocations 
in Japanese. Furthermore, this research attempts to identify and analyze relevant research accomplishments in the 
Japanese language education/research field.
This discussion includes materials offering learners the opportunity to correct their misunderstanding of the 
meaning and usage of vocabulary/grammar items in Japanese that differ in usage from the system used in their 
mother tongue. One example given here demonstrates how this material can offer Thai learners the feedback and 
support needed to acquire the ability to use the aspectual system in Japanese, which clearly differs from the Thai 
language.   
Furthermore, the materials development described in this work may be desirable for Japanese language 
learners with other mother tongues to learn the linkages between meaning related words and/or expressions.
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